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平成２８年度地域主導型公共事業委員会の開催結果について 

 

 

１ 日 時 ７月２０日（水）午後１時３０分から午後４時まで 

 

２ 場 所 ルビノ京都堀川「平安」 

 

３ 出席者 □地域主導型公共事業委員 

今川
いまがわ

晃
あきら

座長、片木
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孝
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治
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委員、横山
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葵
あおい

委員 

       総務部長、府民生活部長、建設交通部長 

      □関係市町村担当者 

□地域の代表者 

 

４ 提案概要及び委員意見 

新規 提案者：特定非営利法人 伏見観光協会 （京都市） 

■提案概要 

公共交通機関の充実や宇治川派流の河床切り下げにより、誰もが快適に安心し

て安全に周遊することのできるモデルコースを設定し、急増する訪日外国人を始

めとした観光客を地域に取り込み、新たなにぎわいづくりを創出する 

 

■委員意見 

・河川事業の実施を踏まえた効果を舟運事業の充実など具体的な事業に繋げてほ

しい。 

・川底は再度土砂が堆積する可能性があり、将来を見据えた対応が必要ではない

か。 

・舟運事業と他の取組をツアーやモデルコースに仕立てるとより魅力的な事業と

なる。 

・広報の取組を具体化されたい。 

・人材育成にも注力されたい。 

・公共事業と地域の取組等による密接な連携体制及び実質的なネットワークの拡

大に期待。 

・ＤＭＯ(Destination Marketing/Management Organization) の認定を受けられ

てはどうか。 
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新規 提案者：広野地区自治会連合会 （宇治市） 

■提案概要 

旧大和街道の歩車共存型コミュニティ道路化や、名木川改修・修景施設整備によ

り歩行空間を整備し、地域活性化イベントの実施や再開をすることで『歩いて楽し

い大久保づくり』を目指すとともに、児童の安全確保を図る 

 

■委員意見 

・本事業をきっかけとして、歩道整備箇所を活用したイベントなどが住民参加のも

とでより活発になることに期待。 

・歩道整備とともに実施される市民活動との連携体制の強化をしていただきたい。 

・地域住民の連携によって更に歩道の安全性向上に努力されたい。 

・大久保駅周辺地区整備構想との整合を図るとともに、構想実現に向けたきっかけ

にしてほしい。 

・デザインなどを十分に検討いただきたい。 

 

新規 提案者：鶴ヶ岡振興会  （南丹市） 

■提案概要 

「鶴ケ岡中心構想」の棚野川、西川の合流地点に親水公園を設置し自然環境保

全や歴史・文化の環境拠点としての立地性を活かしたまちづくりを行う 

 

■委員意見 

・イベントや一過性の集客のみではなく、整備後、地域活性化及び雇用の確保にど

う繋げていくのか、地域が存在するための取組をしっかり検討されたい。 

・ＵＩＪターンで移住される若者などの意見を構想提案の推進にあたり重々検討さ

れたい。 

・他地域との連携策の具体化とともに、地域の取組に期待。 

・住民の主体性が顕著で、人口減少や少子高齢化への対応という目標も明確だが、

別の打ち出し方をすることも良いのではないか。 

・森の京都のターゲットイヤーであり、時期的にはタイムリー。 
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完成 提案者：和束町地域力推進協議会 （㉔採択 和束町） 

■提案概要 

和束町地域力推進協議会が整備を進める茶源郷交流エリアと弥勒磨崖仏を結ぶ

新たな観光コースを創出し、「茶源郷和束」の魅力向上を図る 

 

■委員意見 

・四季を通じた賑わいづくりや、更に多様な活用ができるスペースとして、また、

和束町を広く回遊するきっかけとなるようなスペースとして整備箇所を利用する

ことができるよう検討いただきたい。 

・本事業での活動をきっかけとしてウォーキングコースを新たに設定するなど、更

なる展開を実施されていることが「地域主導型公共事業」としての良い前例とな

る。 

・今回の整備をきっかけとして、更なる展開、ＰＲに努めていただきたい。  

・茶と健康づくりの組み合わせはストーリー性があって良い。学研都市等との連携

も進めてほしい。 

・地域の皆様にも益々愛され、活用されることを期待。 

 

完成 提案者：篠町自治会 （㉔採択 亀岡市） 

■提案概要 

保津川かわまちづくり計画に基づき、「保津川花回廊」の整備や年谷川千本松「野

橋立」の復元などを実施し、かわの魅力を活かしてまちが“にぎわう”かわまちづ

くりの実現を図る 

 

■委員意見 

・植樹が成長するまでには時間がかかるが、地元での管理のあり方、楽しみ方が進

展していくことに期待。 

・桜の季節を楽しみにしている。 

・より回遊性を高めるための取組の工夫が望まれる。 

・住民の熱意が感じられた。新スタジアムの整備をはじめ、府及び市のその他の取

組との連携をさらに深め、地域の魅力を高めてほしい。 

・地元の関心を高め、また、整備箇所をより多くの人に知ってもらえるような取組

などを頑張っていただきたい。 
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完成 提案者：京丹波町曽根活性化対策協議会 （㉔採択 京丹波町） 

■提案概要 

 京丹波 PA と一体的な地域振興拠点整備にあわせ、接続する道路をはじめとした

施設整備を実施し、地域振興の活性化を図る 

 

■委員意見 

・京丹波ＰＡの大成功は素晴らしい。 

・味夢の里を軸に「地元の方」の活性化を考えるとともに、時代の流れに負けない

素晴らしい拠点を継続いただきたい。また、道の駅の利用者の動向を踏まえなが

ら、更なる地域の活性化に期待。 

・この１年はかなりの成功。今後はトレーニング施設、旧質美小学校（質美笑楽講）、

ロケ地などとよく組み合わせて、さらに楽しめるルートをつくってほしい。 

・地域団体のネットワークも確立されているようで、今後の取組に益々期待。 

・古墳公園も活用したＰＲもしてはどうか。 

 

完成 提案者：布敷地域ビジョン実行委員会 （㉔採択 舞鶴市） 

■提案概要 

 通学路の安全対策を実施し歩行者の安全性の向上を図るとともに、親水護岸の整

備など、舞鶴市が実施する地域づくりサポート(適用第 1 号)を活用した布敷ビジョ

ン実現への支援を行う 

 

■委員意見 

・地区外の方々との交流によって、地区の活性化が進展することを期待。人口減少

社会において、他地域との交流人口の増は重要。大学との連携拡大に「１（ひと）

まち１（ひと）キャンパス事業」も活用してほしい。 

・提案テーマ「１０年先の未来を見据え、子どもたちと生きる布敷ビジョン」にあ

る「１０年先」を具体的に示す必要があるのでは。 

・課題解決にしっかり取り組んでおられる印象。事業の完成後も継続的に地域の皆

様で議論を重ね、整備箇所を有効に活用いただき、積極的な取組をお願いしたい。 
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完成 提案者：常地域ビジョン実行委員会 （㉕採択 舞鶴市） 

■提案概要 

河川に親しんでもらえる環境づくりを行い、地域住民と近郊住民との交流を推進

する 

 

■委員意見 

・Ｕターン等で人口が増えている地域であり、人口減少社会の中でモデルとなり得

る地域。この良い雰囲気や動きを市などで応援してほしい。 

・行政と地域の連携を強めて、より一層協力体制をつくっていただきたい。 

・効果がしっかり発揮されている。事業が完成するまでの過程でより多くの人が参

加しておられることに関心。 

・地域の前向きな姿勢を今後も継続的に反映できる取組に期待。 

・今後も住民の皆さんのパワーで地域活性化が進展していくことを期待。 

・川での活動の可能性を深めていただきたい。 

 

 

完成 提案者：府中をよくする地域会議 （㉖採択 宮津市） 

■提案概要 

府道、港湾護岸及び河川の整備を行い、観光客の回遊性を高める 

 

■委員意見 

・海の京都のターゲットイヤーに相応しい事業。デザインも良く、小学生へのアプ

ローチも良い。横断歩道対策などを進め、地域の魅力を継続的に高めていってほ

しい。 

・空間整備や安心安全への取組など、全体をうまくコーディネートしている。地域

の歴史文化、デザインも優れている。更に幅広い取組を期待したい。 

・景観が良くなったことでますます地元の方々の愛する地域になり、活性化するこ

とを期待。景観を大切に今後の空間づくりをブラッシュアップしていただきた

い。 

・「地域主導」の活動が地域づくりに活きている。「今後の課題」の提示及び解決

に向けて、ぜひ知恵を出していただきたい。 

 

 


